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（概要）花崗岩からなる福岡県三郡山周辺流域を対象とし、河床堆積物および斜面物質の 10Be 分析

を行った。その結果、斜面崩壊箇所が多く確認されている流域 A の 10Be/9Be 比は、崩壊箇所が比較

的少ない流域 B に比べて低い値を示した。この結果は、ベリリウム同位体が山地流域の土砂動態の

トレーサとして利用できると判断された。	
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１．目的	
 

	
 本研究では、花崗岩からなる福岡県宇美川上流域（欅谷）を対象とし、河床堆積物および斜面物

質の 10Be 分析を行い、山地流域における土砂動態を定量的に明らかにすることを目的とする。	
 

	
 Nishizumi	
 et	
 al.(1986)	
 [1]の報告以来、国内も含め、世界各地で宇宙線生成核種 10Be	
 含有量の

計測が行われ、斜面や流域スケールの削剥速度の推定が行われている。Portenga	
 &	
 Bierman	
 (2011)[2]

は、その 87 箇所をレビューし、流域の削剥速度の推定値の多くが流域の平均勾配に相関があると

報告している。一方、著者らは、高精度な標高モデルを用いて、地形を詳細に解析し、流域の地形

的特性と水文特性との間に定量的な関係を見出した[3]。その水文特性のうち、河川流量は土砂移動

の直接的な誘因である。今回計測を予定している斜面物質、河床堆積物の 10Be 分布にも同様な関係

が見いだせれば、著者らが提案している地形解析と Be 同位体計測により、山地流域における土砂

動態の評価・予測技術へと展開できる。	
 	
 

	
 

２．方法	
 

	
 対象流域において、地形プロセスによる地形解析結果および斜面崩壊箇所の分布から、斜面崩壊

が多発している流域を A、斜面崩壊が少ない流域を B とし、それぞれ斜面物質 2 個、河床堆積物 8

個のサンプリングを行った。次に、サンプルは 250μm から 2	
 mm の粒径のものをふるいにより抽出

し、化学的な前処理[4]を行い、精製した石英から酸化ベリリウムを生成させた。最後に、ペレトロ

ン年代測定装置を用いて 10Be/9Be 比の測定を行った。なお、サンプリングを行った 10 試料のうち、5

試料に対して前処理を完了させ、同位体分析を実施した。	
 

	
 

３．結果及び考察	
 

	
 流域A	
 の河床堆積物の10Be/9Be比は0.89±0.10	
 x	
 10-13〜1.01±0.15	
 x	
 10-13、斜面物質は1.10±0.13	
 x	
 10-13

となり、両者は、ほぼ同じ値をもつと判断された。一方、流域Bの河床堆積物は2.16±0.35	
 x	
 10-13と流域

Aに比べて約2倍の値を示した。既往の研究[5]から崩壊などによって、深部の土砂が河床堆積物に混合すれ

ば、堆積物の 10Be 含有量は低くなる傾向を示すと報告されている。また、著者らの研究[3]により流域Aは斜

面崩壊が多く確認されている。これらのことは、ベリリウム同位体が、山地流域の土砂動態のトレーサとし

て有効であることを示唆している。	
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